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久
し
ぶ
り
に

広
島
が
セ
リ
ー

グ
優
勝
を
果
た

し
、
フ
ァ
ン
は

狂
喜
し
て
い
る
。
そ
の
熱
風

は
岡
山
あ
た
り
ま
で
波
及
し

て
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
た

ら
、「
岡
山
に
は
阪
神
フ
ァ

ン
が
多
く
、
白
け
て
い
る
」

と
岡
山
に
住
む
友
人
が
言
っ

た
。「
広
島
と
岡
山
は
仲
が

悪
い
の
か
」
と
聞
く
と
「
そ

れ
程
で
も
な
い
が
、
ラ
イ
バ

ル
意
識
は
あ
る
」

　

「
だ
が
、
岡
山
に
は
プ
ロ

野
球
球
団
が
な
い
」「
だ
か

ら
岡
山
は
い
っ
そ
う
悔
し
が

っ
て
、
阪
神
を
応
援
す
る
。

古
来
『
遠
交
近
攻
』
が
人
心

に
沿
っ
た
政
略
で
も
あ
る
。

昔
も
今
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

人
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
嫌

い
な
の
は
単
に
ラ
イ
バ
ル
意

識
で
な
く
、
昔
の
い
じ
め
の

記
憶
な
ん
や
」

　

「
何
が
根
拠
で
言
う
ん

や
」「
娘
が
留
学
し
て
い
て

俺
も
初
め
て
知
っ
た
ん
や
」

「
そ
う
か
、
日
中
も
日
韓
も

建
前
で
は
仲
良
く
せ
え
と
言

っ
て
も
、
親
密
な
近
所
付
き

合
い
は
無
理
か
」「
政
治
家

は
根
気
が
え
え
か
ら
無
理
で

は
な
い
が
、
過
去
の
嫌
な
記

憶
は
理
性
で
消
せ
て
も
悪
感

情
は
長
く
残
る
」

　
「
ヒ
ト
の
性（
さ
が
）か
、で

も
野
球
な
ら
血
を
見
る
ま
い
」

口腔崩壊状態となったＡさんの口の中

　

今
の
日
本
は
足
を
滑
ら
せ
る
と
一
気
に
貧
困
に
落
ち
て

し
ま
う
「
す
べ
り
台
社
会
」
だ
―
―
。
湯
浅
誠
氏
（
反
貧

困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
崩
壊
を
そ
う
指
摘
し
て
か
ら
10
年
近
く
が
経
っ
た
。
貧

困
対
策
は
進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
安
倍
政
権
は
さ
ら
な
る

社
会
保
障
改
悪
を
計
画
し
て
い
る
。
も
は
や
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
医
療
に
か
か
れ
る
」
と
は
言
え

な
い
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
。
無
料
低
額
診
療
所
（
※
）

に
通
う
Ａ
さ
ん
（
60
代
・
男
性
）
の
事
情
を
追
っ
た
。
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収
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「
歯
科
受
診
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
ん
で
す
」

　

７
月
、
大
阪
市
生
野
区
の

田
島
診
療
所
歯
科
を
訪
れ
た

Ａ
さ
ん
は
、
応
対
し
た
歯
科

医
師
に
力
な
く
つ
ぶ
や
い

た
。
口
腔
内
に
は
ほ
と
ん
ど

歯
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
数
年

前
に
作
っ
た
義
歯
を
無
理
や

り
使
用
し
、
や
り
過
ご
し
て

い
た
と
い
う
。

　

Ａ
さ
ん
は
長
年
、
Ｓ
区
で

果
物
屋
を
営
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
長
引
く
不
況
で
資
金

繰
り
が
困
難
に
。
経
営
を
立

て
直
そ
う
と
、
必
死
で
資
金

調
達
に
駆
け
ず
り
回
っ
た
。

寝
る
間
を
削
り
、
夜
は
運
送

会
社
で
働
い
た
。
わ
ず
か
に

得
た
収
入
は
運
営
資
金
に
回

し
た
。
体
に
異
変
を
感
じ
て

も
受
診
し
な
か
っ
た
。「
医

療
機
関
に
通
う
お
金
も
、
時

間
も
な
か
っ
た
」。

　

昼
夜
を
問
わ
ず
働
き
続
け

て
も
滞
納
金
は
積
み
重
な
っ

落
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
翌
年
末
に
は
運
送
会
社

か
ら
リ
ス
ト
ラ
に
。
唯
一
の

収
入
源
さ
え
も
断
た
れ
た
。

た
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス

の
果
実
は

回
っ
て
来

る
こ
と
な

く
、
つ
い

に
は
限

界
を
迎

え
る
。

２
０
１
４

年
に
自
己

破
産
。

「
そ
れ
以

外
に
方
法

は
な
か
っ

た
」。
転

就
職
に
支
障
も

　

田
島
診
療
所
歯
科
に
相
談

が
あ
っ
た
の
は
、
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
か
ら
だ

っ
た
。「
口
腔
崩
壊
状
態
で

は
就
職
活
動
の
支
障
に
な

る
。
医
療
費
を
支
払
う
余
力

が
な
い
た
め
、
無
料
低
額
診

療
で
対
応
し
て
も
ら
え
な
い

か
」。
Ａ
さ
ん
の
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な
っ
た
口
元
を
見
か
ね
た

末
の
依
頼
だ
っ
た
。
Ａ
さ
ん

は
今
、
治
療
を
受
け
な
が
ら

就
職
活
動
を
続
け
、
生
活
再

　

厚
労
省
が
10
月
１
日
か
ら

材
料
価
格
を
改
定
す
る
こ

と
を
受
け
、
協
会
・
保
団

連
は
『
歯
科
点
数
早
見
表

２
０
１
６
年
10
月
版
』
を
発

行
し
た
（
写
真
）。

　

材
料
価
格
改
定
で
は
、
歯

科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
は
１
㌘
１
９
４
円
引
き

下
げ
、
１
２
０
６
円
に
な

る
。
Ｆ
Ｍ
Ｃ
の
大
臼
歯
は
68

点
減
の
８
７
９
点
に
、
小
臼

歯
は
49
点
減
の
７
５
８
点
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
ら
れ

る
。
詳
し
く
は
『
早
見
表
』

参
照
。

言
わ
れ
た
73
年
に
は
、
老
人

医
療
費
が
無
料
化
さ
れ
る
。

年
金
の
賦
課
方
式
が
導
入
さ

れ
る
な
ど
、
福
祉
国
家
へ
転

換
す
る
か
に
見
え
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
社
会

保
障
政
策
は
逆
回
転
。
老
人

医
療
費
の
無
料
制
度
は
廃

止
、
健
康
保
険
本
人
に
自
己

負
担
の
導
入
、
年
金
の
給
付

抑
制
と
負
担
増
な
ど
改
悪
が

今
も
続
く
。
低
福
祉
を
カ
バ

ー
す
る
た
め
に
、
国
民
は
福

祉
や
教
育
、
住
宅
の
備
え
と

し
て
貯
蓄
が
必
要
と
な
っ

た
。
減
速
し
た
高
度
成
長
の

も
と
、
国
民
の
貯
蓄
も
財
政

投
融
資
と
し
て
活
用
し
「
再

版
土
建
国
家
」
の
道
へ
と
つ

き
進
ん
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

　

高
度
成
長
期
に
は
、
生
活

が
豊
か
に
な
る
一
方
で
、
公

害
が
発
生
、
都
市
の
過
密
化

が
社
会
問
題
と
な
る
。
こ
う

し
た
も
と
で
、
全
国
各
地
で

革
新
自
治
体
が
誕
生
す
る
。

保
守
陣
営
も
福
祉
的
な
政
策

を
打
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。「
福
祉
元
年
」
と
も

迎
え
、
そ
の
後
、
雇
用
破
壊

が
一
気
に
進
み
始
め
る
こ
と

に
な
る
。

成
長
が
減
速

―
―
公
共
事
業
に
莫
大
な
予

算
を
投
入
す
る
一
方
で
福
祉

は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

一
方
、
日
本
は
、
経
済
団

体
や
通
産
省
、
自
民
党
内
の

拡
張
主
義
的
な
考
え
方
を
持

つ
政
治
家
た
ち
が
機
関
車
論

を
支
持
。
米
国
と
の
協
調
路

線
を
と
り
、「
土
建
国
家
」

の
道
を
進
む
。
そ
の
結
果
、

長
良
川
河
口
堰
、
諫
早
湾
干

拓
、
藤
前
干
潟
埋
め
立
て
、

吉
野
川
第
十
堰
な
ど
ム
ダ
と

自
然
破
壊
の
公
共
事
業
が
次

々
と
行
わ
れ
、
行
政
投
資
額

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
７
・
９
％

（
70
年
）、
９
・
２
％
（
73
年
）

と
増
え
、
11
・
７
％
（
78

年
）
に
達
し
た
（
グ
ラ
フ
）。

　

土
建
国
家
は
成
功
し
た
の

ッ
ク
の
影
響
で
深
刻
な
世
界

同
時
不
況
が
起
こ
っ
た
。
日

本
も
低
成
長
・
ゼ
ロ
成
長
に

陥
る
中
、
米
国
は
世
界
経
済

の
け
ん
引
役
を
日
独
が
担
う

べ
き
と
の
「
機
関
車
論
」
を

強
調
。
米
国
の
圧
力
に
対
し

て
日
独
の
対
応
は
大
き
く
異

な
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
、
米
国

の
要
求
を
頑
強
に
拒
否
。
福

祉
国
家
の
方
向
を
強
め
た
。

こ
う
し
て
、
70
年
代
は
「
福

祉
型
」
税
財
政
か
「
開
発

型
」
税
財
政
か
の
分
岐
点
に

な
っ
た
。
政
府
は
開
発
型
の

土
建
国
家
の
道
を
選
ぶ
。

機
関
車
論

―
―
土
建
国
家
を
選
ん
だ
の

は
な
ぜ
か
。

　

70
年
代
後
半
、
石
油
シ
ョ

―
―
戦
後
の
転
換
期
と
な
っ

た
１
９
７
０
年
代
の
経
済
政

策
の
特
徴
は
。

　

高
度
成
長
期
の
日
本
の
経

済
構
造
は
、
①
男
性
稼
ぎ
型

（
終
身
雇
用
・
年
功
賃
金
）

②
公
共
事
業
中
心
の
財
政
支

出
に
よ
る
雇
用
創
出
―
と
い

う
２
本
柱
だ
っ
た
。
高
度
成

長
が
終
焉
し
、
二
つ
の
柱
が

危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。

だ
ろ
う
か
。
公
共
投

資
に
よ
る
経
済
波
及

効
果
は
限
ら
れ
、
高

度
成
長
期
に
比
べ
て

生
産
性
に
寄
与
せ

ず
、
雇
用
創
出
を
も

た
ら
さ
な
か
っ
た
た

め
、
税
収
に
も
貢
献

し
な
か
っ
た
。
公
共

事
業
を
中
心
に
し
た

日
本
型
終
身
雇
用
・

年
功
賃
金
は
困
難
を

建
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
診
療
所
歯
科

戸
井
逸
美
所
長
の
話

　

当
院
で
は
、
こ
こ
数
年
で

無
料
低
額
診
療
を
利
用
す
る

患
者
が
増
え
た
。
特
に
他
市

の
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

依
頼
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
受
診
時
に
複
数
の
疾
患

が
見
つ
か
っ
た
り
、
重
症
化

し
た
り
し
て
い
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
、
受
診
を
手
控
え

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も

は
や
国
民
皆
保
険
制
度
は
形

骸
化
し
て
い
る
。
安
倍
政
権

は
患
者
負
担
増
を
画
策
し
て

い
る
が
、
受
診
抑
制
に
繋
が

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
絶
対

に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

※ 

無
料
低
額
診
療
事
業
：
経

済
的
な
理
由
で
窓
口
負
担

が
困
難
な
患
者
に
対
し
、

自
己
負
担
無
料
、
ま
た
は

低
額
で
診
療
を
行
う
事
業
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今号に
同　封

金
属
価
格
改
定

保険医年金・休業保障・労
働保険などに関するお問い
合わせは、共済部直通電話
06－6568－7438をご利用く
ださい。

おしらせ　　　　　

　臨時国会で参加承認の審議
が始まる環太平洋連携協定
（TPP）の問題点について考え
ようと、民間の専門家らでつ
くるTPPテキスト分析チーム
は冊子「続そうだったのか！
TPP24のギモン」を発行した
（写真）。Ｑ＆Ａ形式で食の
安全や医療への影響について
解説している。協会は今号に
同封し、全会員へ届ける。

会員署名に協力を
　協会は、患者負担増
に反対する会員署名に
取り組んでいます。今
号に署名用紙を同封し
ていますので、ご協力
お願いします。


